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資料１ 

三 重 県 警 察 の 組 織 

令和７年４月１日現在 

 

 

 

 三 重 県 公 安 委 員 会  

  
警 察 本 部                                         

 

　　（６部32所属） 

 

警 務 部 生 活 安 全 部 地 域 部 刑 事 部 交 通 部 警 備 部
 

総 務 課 生 活 安 全 企 画 課 地 域 課 刑 事 企 画 課 交 通 企 画 課 警備企画課

会 計 課 人 身 安 全 対 策 課 通 信指 令 課 捜査支援分析課 交 通 規 制 課 警備第一課

情報管理課 少 年 課 自動車警ら隊 捜 査 第 一 課 交 通 指 導 課 警備第二課

警 務 課 生 活 環 境 課  捜 査 第 二 課 運転免許センター 機 動 隊

厚 生 課 サイバー犯罪対策課  捜 査 第 三 課 交 通 機 動 隊

留置管理課  組織犯罪対策課 高速道路交通警察隊

 鑑 識 課

 科学捜査研究所

 

 

警察学校

　　（18警察署）           　　　  （60交番・128駐在所） 

桑 名 警 察 署 ４交番 ８駐在所

い な べ 警 察 署 １交番 ７駐在所

四 日 市 北 警 察 署 ６交番 １駐在所

四 日 市 南 警 察 署 ７交番 ３駐在所

四 日 市 西 警 察 署 １交番 ５駐在所

亀 山 警 察 署 ２交番 ３駐在所

鈴 鹿 警 察 署 ５交番 ７駐在所

津 警 察 署 ６交番 ９駐在所

津 南 警 察 署 ３交番 12駐在所

 松 阪 警 察 署 ７交番 15駐在所

 大 台 警 察 署 － ６駐在所

 伊 勢 警 察 署 ５交番 15駐在所

 鳥 羽 警 察 署 ４交番 ７駐在所

 尾 鷲 警 察 署 ２交番 ５駐在所

 熊 野 警 察 署 － ７駐在所

 紀 宝 警 察 署 １交番 ６駐在所

 伊 賀 警 察 署 ２交番 10駐在所

 名 張 警 察 署 ４交番 ２駐在所
 

 

　　条例定員　　警　察　官　　　3,086人 

　　　　　　　　一 般 職 員　　　　404人
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資料２ 

 

 令 和 ７ 年三 重 県 警 察 運営 の 重点
 

 

基 本 方 針

｢県民と共に築く安全で安心な三重｣の実現 

 

～ 強く・正しく・温かく ～
 

重 　  点

 ○　子ども・女性等を守る取組と犯罪対策の推進 

 

 ○　地域住民の安心感を高める街頭警察活動の推進 

 

 ○　犯罪の早期検挙に向けた総合力による捜査の推進 

 

 ○　総合的な交通事故抑止対策の推進 

 

 ○　テロの未然防止と大規模災害等緊急事態対策の推進 

 

 ○　サイバー空間における脅威に対処するための取組の推進 

 

 ○　犯罪被害者等支援の推進 

 

三重県公安委員会 ・ 三 重 県 警 察 

            

2



 

 

資料３ 

令和７年度警察費当初予算 
 

１ 「みえ元気プラン」施策別予算額                  （単位：千円） 

施策
令和６年度

当初予算額(A)
令和７年度

当初予算額(B)
増減額
(B-A)

１－１　災害対応力の充実・強化 386,912 114,945 ▲ 271,967

１－１－１　県の災害即応体制の充実・強化 386,912 114,945 ▲ 271,967

３－１　犯罪に強いまちづくり 8,257,947 6,638,885 ▲ 1,619,062

（補正予算含み） (6 ,794,016) (▲1,463,931)

134,201 252,520 118,319

　　　　（補正予算含み） (407,651) (273,450)

３－１－２　犯罪の早期検挙のための活動強化 567,262 818,547 251,285

３－１－３　警察活動を支える基盤の強化 7,548,698 5,555,124 ▲ 1,993,574

３－１－４　犯罪被害者等支援の充実 7,786 12,694 4,908

３－２　交通安全対策の推進 4,942,800 5,060,999 118,199

1,320,977 1,206,299 ▲ 114,678

３－２－３　安全かつ快適な交通環境の整備 3,473,866 3,686,854 212,988

３－２－４　道路交通秩序の維持 147,957 167,846 19,889

１５－３　児童虐待の防止と社会的養育の推進 2,992 2,992

2,992 2,992

行政運営　公共事業推進の支援 1,621 2,160 539

その他 31,955,794 32,084,853 129,059

45,545,074 43,904,834 ▲ 1,640,240

(44,059,965) (▲1,485,109)

　※　補正予算含みの予算額は、令和７年度当初予算額に令和６年度２月補正（その１）予算額を含んだ金額

基本事業

３－１－１　みんなで進める犯罪防止に向けた取組の推進

３－２－１　交通安全意識と交通マナーの向上に向けた教育・啓発の推進

１５－３－１　児童虐待対応力の強化

警察費

　　　　（補正予算含み）

 
   

２ 主要事業  

（１）みんなで進める犯罪防止に向けた取組の推進 

①（一部新）特殊詐欺被害防止対策事業 ６，３４１千円 

               （４４，８９６千円※R6年度2月補正予算含みベース） 
  [生活安全企画課] 

 ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺などのＳＮＳ等に起因する犯罪や特殊詐欺の被害防止

を図るほか、犯罪実行者募集情報対策のため、ターゲティング広告による各手口の被

害者層に対する直接的・能動的な注意喚起や演劇等による広報啓発活動を実施します。 

 

②（一部新）県民が安心して歩ける防犯まちづくり事業 １７，８９４千円 

              （１３４，４７０千円※R6年度2月補正予算含みベース） 

      [生活安全企画課] 

 犯罪認知件数が増加している中、犯罪の防止、事件事故の早期解決及び県民の安心

感の醸成を図るため、街頭防犯カメラの設置等を進めます。 
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③（一部新）サイバー犯罪対処能力向上事業 ９，９２０千円  

 [サイバー犯罪対策課]                       

 サイバー空間における脅威に的確に対処するため、職員の対処能力の向上を図る必

要があることから、サイバーセキュリティ企業等が開催する研修を受講するなど、引

き続き専門的知識を有する捜査員の育成を図ります。 

 

④テロ等対策事業（第44回全国豊かな海づくり大会開催に伴う警備） １０９，６８１千円 
    [警備第二課] 

    第44回全国豊かな海づくり大会の開催に伴い、来県する要人等の身辺の安全確保   

   と歓送迎者の雑踏事故防止を図るための諸対策を進めるとともに、テロ等重大事案   

   の未然防止を図るため、必要な警備諸対策を推進します。 

 

（２）犯罪の早期検挙のための活動強化 

①（一部新）情報技術解析推進事業 ２３，０１２千円     
 [サイバー犯罪対策課] 

 解析用資機材を追加整備するなど、情報技術に係る解析環境を高度化し、情報技術

解析能力の向上、犯罪の早期検挙に向けた取組を推進します。 

 

②（一部新）捜査支援システム整備事業 ３０７，６５４千円     
[捜査支援分析課] 

 犯罪の早期検挙に向けて、防犯カメラ画像等の先端的な分析を行う高度ＡＩ画像分

析システムの拡充等、捜査支援分析力の一層の強化に取り組みます。 

 

（３）警察活動を支える基盤の強化 

①警察署庁舎整備事業 ２７６，３６２千円               
 [会計課] 

 老朽化や狭隘化した警察署を計画的に整備します。大台警察署の建築工事完了に伴

い、新庁舎への移転を行います。また、伊賀警察署の建替整備に向け、設計業務を進

めます。 

 

②庁舎等施設整備事業（科学捜査研究所整備事業） １，３５３，５５４千円 
[会計課・科学捜査研究所] 

 令和６年度に引き続き、科学捜査研究所棟の建築工事を進めます。 

 

③交番・駐在所整備事業 ３１１，５２８千円           
 [会計課・地域課] 

 老朽化した交番・駐在所の建替整備、長寿命化に取り組みます。また、令和６年度

に引き続き、鳥羽駅前交番の建替整備を進めます。 

 

（４）災害対応力の充実・強化 

（一部新）災害警備対策事業 ６８，３１０千円           
 [警備第二課] 

    大規模災害発生時における警察機能の維持及び災害対処能力の強化を図るため、   

   交番・駐在所用のポータブル電源を整備するほか、災害警備活動服、災害対策用ト   

   イレ、衛星携帯電話の整備を行います。 
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（５）交通安全対策の推進 

①（新）「交通社会に参加する子どもたちを守る」交通安全教育事業 ４，０９８千円 
            [交通企画課] 

 子どもたち（高校生を含む）の自転車事故を防ぐため、自転車の安全な利用を促す

短時間動画を作成し、ＷＥＢ広告において配信することにより、交通安全意識の醸成

を図ります。 

 

②交通安全施設整備事業 ２，８２７，１３４千円 
                                 [交通規制課] 

 令和９年度末で生産終了となる信号灯器用電球（白熱球）のＬＥＤ化を前倒しで進

めます。また、老朽化した信号制御機、剥離した標識その他の交通安全施設等の更新・

整備を行います。加えて、道路交通環境の変化等により実態に合わなくなった交通規

制の見直しを進めます。 
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SNS型投資・ロマンス詐欺などのSNS等に起因する犯罪や特殊
詐欺の被害防止を図るほか、犯罪実行者募集情報対策のため、
ターゲティング広告による各手口の被害者層に対する直接的・
能動的な注意喚起や演劇等による広報啓発活動を実施します。

犯罪認知件数が増加している中、犯罪の防止、事件事故の早期
解決及び県民の安心感の醸成を図るため、街頭防犯カメラの設
置等を進めます。

みんなで進める犯罪防止に向けた取組の推進

犯罪の早期検挙のための活動強化

防 犯 対 策 の 強 化

テ ロ の 未 然 防 止

第44回全国豊かな海づくり大会の開催に伴い、来県する要人等
の身辺の安全確保と歓送迎者の雑踏事故防止を図るための諸対
策を進めるとともに、テロ等重大事案の未然防止を図るため、
必要な警備諸対策を推進します。

サイバー空間における脅威に的確に対処するため、職員の対処
能力の向上を図る必要があることから、サイバーセキュリティ
企業等が開催する研修を受講するなど、引き続き専門的知識を
有する捜査員の育成を図ります。

解析用資機材を追加整備するなど、情報技術に係る解析環境を
高度化し、情報技術解析能力の向上、犯罪の早期検挙に向けた
取組を推進します。

犯罪の早期検挙に向けて、防犯カメラ画像等の先端的
な分析を行う高度ＡＩ画像分析システムの拡充等、捜
査支援分析力の一層の強化に取り組みます。

犯 罪 捜 査 の 高 度 化

（一部新）県民が安心して歩ける防犯まちづくり事業
【134,470千円（※２月補正含み）】

（一部新）特殊詐欺被害防止対策事業【44,896千円（※２月補正含み）】

（一部新）サイバー犯罪対処能力向上事業 【9,920千円】

（一部新）情報技術解析推進事業 【23,012千円】

（一部新）捜査支援システム整備事業 【307,654千円】

テロ等対策事業（第44回全国豊かな海づくり大会開催に伴う警備）

【109,681千円】

第43回全国豊かな海づくり大会

（出典：大分県ホームページ）

サイバー捜査に関する研修

ターゲティング広告

電磁的記録の解析
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警察活動を支える基盤の強化

災害即応体制の充実・強化

警 察 施 設 の 整 備

老朽化や狭隘化した警察署を計画的に整備します。大台警察署

の建築工事完了に伴い、新庁舎への移転を行います。また、伊賀
警察署の建替整備に向け、設計業務を進めます。

警察署庁舎整備事業 【276,362千円】

令和６年度に引き続き、科学捜査研究所棟の建築工事を進めま
す。

庁舎等施設整備事業（科学捜査研究所整備事業）

【1,353,554千円】

老朽化した交番・駐在所の建替整備、長寿命化に取り組みます。

また、令和６年度に引き続き、鳥羽駅前交番の建替整備を進め
ます。

交番・駐在所整備事業 【311,528千円】

災 害 対 処 能 力 の 強 化

大規模災害発生時における警察機能の維持及び災害対処能力の
強化を図るため、交番・駐在所用のポータブル電源を整備する
ほか、災害警備活動服、災害対策用トイレ、衛星携帯電話の整
備を行います。

（一部新）災害警備対策事業 【68,310千円】

交通安全対策の推進

子どもたち（高校生を含む）の自転車事故を防ぐため、自転
車の安全な利用を促す短時間動画を作成し、ＷＥＢ広告にお
いて配信することにより、交通安全意識の醸成を図ります。

令和９年度末で生産終了となる信号灯器用電球(白熱球)の
ＬＥＤ化を前倒しで進めます。また、老朽化した信号制御
機、剥離した道路標識その他の交通安全施設等の更新・整
備を行います。加えて、道路交通環境の変化等により実態
に合わなくなった交通規制の見直しを進めます。

（新）「交通社会に参加する子どもたちを守る」交通安全教育事業
【4,098千円】

交通安全施設整備事業 【2,827,134千円】

安 全 か つ 快 適 な 交 通 の 確 保

科学捜査研究所完成イメージ

津南警察署 大三駐在所
（令和６年２月完成）

動画イメージ

大台警察署（令和７年１月完成）
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犯罪情勢 
１　刑法犯 
 
 
 
 
 
 
２　重要犯罪 
 
 
 
 
 
　　　重要犯罪とは、殺人、強盗、不同意性交等、不同意わいせつ、放火、略取誘拐及

 　　び人身売買をいいます。
 
３　重要窃盗犯 
 
 
 
 
 

 　　　重要窃盗犯とは、窃盗犯のうち、侵入窃盗、自動車盗、ひったくり及びすりをいいます。
 
４　特殊詐欺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※R6は暫定値 
 
 
 
 
 
　　　特殊詐欺とは、オレオレ詐欺、預貯金詐欺、架空料金請求詐欺、融資保証金詐欺、
　　還付金詐欺、金融商品詐欺、ギャンブル詐欺、交際あっせん詐欺、その他特殊詐欺、

 　　キャッシュカード詐欺盗をいいます。
 
５　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺　　　 
　 　※R5は集計方法が異なるため参考数値 
　 　※R6は暫定値 
 
 
 
 
 
 
 
　　　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺とは、ＳＮＳ等を通じて、対面することなく、交信
　　を重ねるなどして関係を深めて信用させ、指定した預貯金口座への振り込みその他

 　　の方法により金銭等をだまし取る詐欺をいいます。
 
６　薬物犯罪 
 
 
 
 
 
　　　その他とは、「麻薬及び向精神薬取締法違反（大麻事犯を除く。）」、「あへん法違
　　反」「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律違反」

 　　をいいます。

H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 前年比
15,178 14,112 13,346 11,247 10,322 8,560 7,410 7,647 9,955 10,933 978
4,865 4,557 5,717 4,964 3,829 3,591 3,421 2,953 3,810 3,626 -184
2,278 2,159 2,193 2,210 1,938 1,863 1,846 1,796 2,116 2,397 281
32.1% 32.3% 42.8% 44.1% 37.1% 42.0% 46.2% 38.6% 38.3% 33.2% -5.1P

認知件数
検挙件数
検挙人員
検挙率

H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 前年比
91 98 85 98 77 71 97 93 116 120 4
74 95 80 85 73 71 87 92 90 93 3
60 64 59 61 70 70 72 78 82 92 10

81.3% 96.9% 94.1% 86.7% 94.8% 100.0% 89.7% 98.9% 77.6% 77.5% -0.1P

認知件数
検挙件数
検挙人員
検挙率

H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 前年比
2,085 1,947 1,681 1,197 1,268 1,015 750 840 1,329 1,291 -38
1,287 1,068 1,412 997 924 609 690 324 763 500 -263
130 146 111 85 104 82 94 87 89 82 -7
61.7% 54.9% 84.0% 83.3% 72.9% 60.0% 92.0% 38.6% 57.4% 38.7% -18.7P

認知件数
検挙件数
検挙人員
検挙率

H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 前年比
126 164 205 107 79 122 110 142 274 367 93

59,280 51,960 30,550 38,960 11,840 42,820 19,250 37,630 70,760 119,870 49,110
32 18 29 63 34 100 37 39 45 60 15
15 17 14 19 17 27 17 18 15 22 7

認知件数
被害金額（約―万円）

検挙件数
検挙人員

H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 前年比
143 129 117 112 115 115 106 74 92 93 1

うち覚醒剤 128 106 99 84 85 79 77 47 63 62 -1
うち大麻 7 18 16 28 30 31 24 22 29 25 -4
うちその他 8 5 2 0 0 5 5 5 0 6 6

検挙人員

R5 R6 前年比
119 302 183

うち投資 113 175 62
うちロマンス 6 127 121

115,970 270,820 154,840
うち投資 115,230 176,380 61,160
うちロマンス 740 94,430 93,690

11 16 5
5 3 -2

認知件数

被害金額（約―万円）

検挙件数
検挙人員

 
資料４
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資料５ 

犯罪対策 

 

１　犯罪防止に向けた取組 

(1)　犯罪情勢の分析に基づく犯罪防止対策 

(2)　地域住民、事業者等に対する犯罪発生情報・防犯情報の提供 

(3)　自主防犯活動に対する支援 

 

２　子ども・女性等を守る取組 

(1)  ストーカー・配偶者からの暴力事案・児童虐待事案対策 

(2)  子どもや女性を犯罪被害から守るための取組 

 

３　特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺被害防止対策 

(1)　高齢者が犯罪組織からの電話を受けないための対策 

(2)　県民の警戒心・抵抗力を向上させるための広報啓発 

(3)　金融機関、コンビニエンスストア等と連携した水際対策 

 

４　サイバー空間における脅威に対処するための取組 

(1)　実態把握と取締り 

(2)　官民連携による被害防止対策 

(3)  人材の確保・育成と資機材の整備による対処能力の向上 

○　特殊詐欺被害状況（過去５年・令和６年暫定値）
R2 R3 R4 R5 R6 前年比
122 110 142 274 367 +93

94
(77.0％)

90
(81.8％)

115
(81.0％)

176
(64.2％)

179
（48.8％）

＋3
（-15.4P）

42,820 19,250 37,630 70,760 119,870 +49,110

特殊詐欺認知件数

被害額(約 万円)

高齢者被害件数
（割 合）

○　防犯ボランティア団体数及び活動人員（過去５年）
R2 R3 R4 R5 R6 前年比
808 887 910 917 904 -13

34,312 35,309 34,500 34,268 31,923 -2,345活 動 人 員
団 体 数

○　インターネットバンキングに係る不正送金事犯（過去５年）
R2 R3 R4 R5 R6 前年比
28 10 2 101 45 -56
840 1,030 17 11,518 8,420 -3,098

発 生 件 数
被害額(約 万円)

R2 R3 R4 R5 R6 前年比
226 288 253 226 217 -9
689 751 751 636 598 -38
721 724 769 646 591 -55児童虐待通告人数

配偶者暴力相談件数

ストーカー相談件数

〇　ストーカー・配偶者暴力・児童虐待の状況（過去５年）
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資料６ 

地域警察活動 

 

　地域警察は、昼夜を分かたず常に警戒体制を保持し、様々な警察事象に即応する活

 動を行うことにより、地域住民の安全・安心の確保に努めています。

 

１　交番・駐在所の活動 

　(１)　警ら、立番等による警戒活動 

　(２)　地域住民と連携した活動 

　(３)　事件・事故への即応 

 

 

２　パトカーによる警ら活動 

　(１)　パトカーの機動力を活かした警ら活動 

　(２)　事件・事故発生時における迅速かつ的確な 

　　初動措置 

 

 

 

３　110番通報の受理 

　(１)　110番通報の受理 

　(２)　警察官への現場急行や必要な措置の指令 

 

 

 

４　鉄道警察隊の活動 

(１)　列車警乗 

(２)　鉄道施設（駅構内、線路等）の警戒警備 

(３)　鉄道事業者と連携した不審者対応訓練 

(４)　関係機関と連携した痴漢盗撮等の撲滅に 

 　向けた広報啓発活動

 

 

５　山岳遭難及び水難に対する活動 

　(１)　山岳遭難及び水難防止に向けた広報啓発 

　　活動等 

　(２)　救助技術の向上を図るための訓練 

　(３)　関係機関・団体等と連携した捜索救助活動 
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資料７ 

交通安全対策 
 
１　県内の交通事故情勢 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

《死亡事故の特徴(令和６年中)》 
 
①高齢者が約５割   　         　　 ②交通弱者(歩行中・自転車乗用中)が約４割 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 　                                              　
　※高齢者の内訳：自動車乗車中11人、歩行中10人など　　　　　　　　※構成比は小数点以下を四捨五入

 
③シートベルト非着用者が約５割       ④飲酒運転の根絶に至っていない 
 
 
 
 
 
 
　※シートベルト着用で助かったと推定されるのは10人 
⑤その他(月別) 

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000 120

100

80

60

40

20

0

（死者数）（総事故件数） （人身事故件数・負傷者数）

R6 R5 前年比
23人 27人 -4人

ベ ル ト 着 用 9人 12人 -3人
ベ ルト非 着用 12人 9人 3人
ベ ル ト 不 明 2人 6人 -4人

52.2% 33.3% +18.9P非 着 用 率

自 動 車 乗 車 中
R6 R5 前年比

45件 61件 -16件
第 一当 原付以上 44件 60件 -16件

飲 酒 あ り 6件 4件 2件
13.6% 6.7% +6.9P

死 亡 事 故

飲 酒 運 転 構 成 率

貼付用
H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 10年平均

    死者数 87 100 86 87 75 73 62 60 66 46 74

    人身事故件数 7,169 6,038 5,441 4,687 3,647 2,966 2,722 2,917 2,976 2,724 4,129

    負傷者数 9,517 8,158 7,113 6,136 4,688 3,732 3,338 3,638 3,767 3,334 5,342

    総事故件数 61,674 61,032 61,905 60,572 57,456 49,216 49,865 52,470 55,097 55,780 56,507

子ども 0% 高校生 2%

19歳以下 2%

20～39歳 20%

40～59歳 13%

60～64歳 9%

高齢者
54%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
5人 4人 3人 2人 4人 4人 4人 2人 4人 4人 3人 7人 46人

うち高齢者 3人 1人 1人 1人 2人 3人 3人 3人 1人 2人 5人 25人
高齢者割合 60.0% 25.0% 33.3% 50.0% 50.0% 75.0% 75.0% 0.0% 75.0% 25.0% 66.7% 71.4% 54.3%

10人 10人 14人

死 者 数

死 者 3 か 月 合 計 12人

自動車
50%

自動二輪 4%
原付 4%

歩行者
33%

自転車 9%

交通弱者
41％
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２　高齢者・子どもの交通事故防止対策 
　⑴　高齢者の交通事故防止対策 
    ○　高齢者の特性や交通事故の特徴に応じた交通安全教育 
　　○　複数回事故を起こした運転者に対する個別指導 
　　○　運転免許証の自主返納等を促す取組 
　⑵　子どもの交通事故防止対策        
  　○　年齢層に応じた交通安全教育等 
　　　・「交通社会に参加する子どもたちを守る」交通安全教育事業（県民提案事業） 
    　・スケアード・ストレイト教育技法（スタントマンによる事故再現）による自

転車安全教室等の開催 
　　　・高校生等に委嘱する「セーフティ・バイシクルリーダー」の活動推進 
  　○　県教育委員会との連携 
    　・県教育委員会主催の「交通安全教室講習会」等への警察官派遣 
　　　・小中高生が所持する学習端末への交通ルール・マナー等の情報発信 
 
３　生活道路対策 
　⑴　歩行者保護意識の醸成 
    　歩行者の交通事故抑止対策として、「横断歩道“ハンドサイン”キャンペーン」 

及び「ＡＣＴＩＯＮ３８キャンペーン」を推進 
　⑵　悪質・危険な交通違反の指導取締り  

　　　通学路などの生活道路において、横断歩行者妨害取締  
　　りや移動オービスを活用した速度取締り等を推進  
　⑶　歩行空間等の整備  
　　○　道路管理者等と連携した「ゾーン30プラス」の推進  
　　○　生活道路の最高速度30キロ規制引き下げに伴う対応  
　　　（令和８年９月施行）  

 
【看板】  【路面表示】

４　飲酒運転根絶対策 
　⑴　交通指導取締りの一層強化　 
　　　飲酒運転をした運転者のみならず、周囲の責任追求（車両提供者、酒類提供者、

車両同乗者）に対する捜査を徹底 
  ⑵　広報啓発活動及び交通安全教育 
　　　飲酒運転の危険性や飲酒が運転に与える影響について理解を深めるための広報

啓発活動や飲酒体験ゴーグル等を活用した交通安全教育を推進 
 
５　安全かつ快適な交通環境の整備 
  ⑴  信号灯器のＬＥＤ化  
　　　信号灯器用電球（白熱電球）の生産が令  

和10年３月末で終了することから、信号灯  
器のＬＥＤ灯器に更新  

　　（令和７年度は3,000灯整備予定）  
  ⑵　交通安全施設等の維持管理  
　　　老朽化した信号制御機、路側式道路標識   

の更新、摩耗した横断歩道等道路標示の塗  
り替えを行うほか、道路交通環境の変化等  【標識補修前】     【補修後】
により、実態に合わなくなった交通規制の
見直しを推進
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資料８ 

テロの未然防止対策と大規模災害等緊急事態対策 

 

１　テロの未然防止対策 

　(１)　警衛・警護の確実な実施 

 ア　今夏の「第27回参議院議員通常選挙」に伴う警備諸対策の推進

イ　本年11月開催の第44回全国豊かな海づくり大会等に向けた警備諸対策の推進 

ウ　県内で皇族や要人が御出席される行事等が開催される場合における諸情勢を踏まえた

的確な警衛・警護の実施 

【皇族の御来県に伴う警衛実施状況】 【要人に対する警護実施状況】

 

　(２)　官民一体となったテロ対策 

ア　関係機関・民間事業者・地域住民等と緊密に連携した「官民一体となったテロ対策」

の推進 

イ　「テロ対策パートナーシップ」、「三重県サイバーテロ対策協議会」等の基盤を活用し

た情報共有・合同訓練、広報啓発による危機管理意識の醸成 

ウ　爆発物の原料となり得る化学物質販売事業者とのロールプレイング型訓練の実施、不

審な購入者に関する通報等の協力依頼 

【サイバーテロ対策協議会の開催状況】 【不審購入者対応訓練の実施状況】
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２　大規模災害等緊急事態対策 

　(１)　災害への備え（災害対処能力の向上） 

ア　気候変動により激甚化・頻発化する気象災害、発生が懸念される南海トラフ地震等に

的確に対処するため、災害警備計画の見直し・策定、職員対象の非常参集訓練・災害警

 備本部設置訓練等の実施

 イ　県・市町が主催する防災関係会議・防災訓練等への積極的な参画

 ウ　消防・自衛隊・海上保安庁等の関係機関と連携した実戦的訓練の実施

 エ　各種装備資機材の点検・整備等

 オ　大規模災害発生時における広域緊急援助隊等の迅速な派遣

【災害警備本部設置訓練の実施状況】 【関係機関との救助訓練の実施状況】

 

  (２)　武力攻撃事態等への対処 

ア　三重県警察国民保護警備計画の見直し・策定 

イ　自衛隊との共同実動訓練（被災情報等の収集・住民避難等の対処要領・武装工作員に

 よる攻撃を想定した訓練）の実施

 ウ　国・県等による国民保護訓練への参画

【自衛隊との共同実動訓練の実施状況】 【関係機関との図上訓練の実施状況】
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